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２月２日（木）、中部国際空港セントレ

アホールでNPO法人「知多から世界へ」

の講演会があり、石黒
����

和彦
����

町長が「伊勢

神宮の式年遷宮と篠島」をテーマに語り

ました。わかりやすい語り口で「おんべ

鯛奉納まつり」の様子が紹介され、講演

会は好評のうちに閉幕しました。

●スポーツクラブの会員を募集します ……………………2

●国勢調査の結果です ………………………………………4

●知多広域消防指令センターが開設します ………………5

●平成23年中  火災統計・救急統計……………………6〜9

●教育研究発表会を開催 ……………………………………13

太陽と海と
緑豊かなまちづくり

http://www.town.minamichita.lg.jp/

主　な　内　容

1／3
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スポーツクラブの会員を募集します
町体育協会では、下記スポーツクラブの会員を募集

しています。『健康づくり』『友達づくり』『生きがいづ
くり』のために、スポーツクラブに参加しませんか。
受付は随時行っています。
※各クラブの活動内容、申込方法等は直接各クラブに

お問い合わせください。

種　　　目 対　象 申　込　み　・　問　合　せ そ　の　他

少 年 軟 式 野 球 小学２～６年 少年軟式野球代表　相川
����

勇次
� � �

☎ 6 5 − 2 1 7 2

柔 道 小　学　生 少年柔道教室保護者代表　家田
� � �

夏子
� � �

☎ 6 3 − 2 2 6 7

剣 道 小　学　生 豊浜少年剣道クラブ代表　内田
� � �

里美
� � �

☎ 6 2 − 0 4 1 2

防具貸出あり、
見学歓迎

ゲ ー ト ボ ー ル 年 齢 不 問 ゲートボール協会代表　大岩
����

隆
���

☎ 6 2 − 2 3 3 0

内福寺コート
月・木・土　13：00～
用具貸出あり

サ ッ カ ー

園児～中学生 MFC.Voice 監督　磯部
� � �

友也
� � �

☎ 0 9 0 − 2 5 7 3 − 8 6 3 7

小　学　生 師崎サッカー少年団　監督　中川
����

和人
����

☎ 0 9 0 − 1 7 4 2 − 3 7 5 0

小　学　生 南知多サッカースポーツ少年団
監督　内田

� � �
正
���

☎ 090−7853−0137

中　学　生 南知多サッカースポーツ少年団ジュニアユース
事務局　中村

����
敦史
� � �

☎090-1479-7936

社　会　人 サッカー協会　１種代表　鈴木
� � �

伸芳
����

☎ 0 9 0 − 1 9 8 7 − 7 8 9 3

す も う 園児～中学生 すもう教室代表　杉本
����

美佳
� �

☎ 6 3 − 1 6 4 4
水曜練習

ミ ニ バ ス ケ ッ ト
ボ ー ル

小学１～５年
（女子）

バスケットボール協会　齋藤
����

珠美
� � �

☎ 8 2 − 2 1 0 4
見学大歓迎

ソ フ ト
バ レ ー ボ ー ル 一　　　般

ソフトバレーボール協会
代表　澵井

� � �
英樹
� � �

☎ 0 9 0 − 1 7 2 6 − 9 4 9 7

内海 豊浜 師崎 篠島
大井
※小学生も参加できる、

ファミリーの部あり！

バ ド ミ ン ト ン 高校生以上 バドミントン協会代表　河合
� � �

正吉
����

☎ 6 2 − 1 2 0 3
内海　豊浜　大井
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中心に穴のあいたグラスビーズを利用してスト
ラップやキーホルダーなどを作ります。

一つひとつが手作りのため、ふたつと同じもの
がなく、あなただけの宝物になることでしょう。

と　き ３月27日（火）
午後１時～３時

ところ 山海公民館　調理実習室
対象・定員 小・中学生 1 0 名（先着順）
内　容 ストラップ、キーホルダー等を作成し

ガラス工芸の基礎を学ぶ
講　師 加川

� � �
良宏
����

さん・恵子
� � �

さん（ガラス工芸家）
参加費 7 0 0 円（材料費含、当日集めます）

※持ち物は特に必要ありません。
申込み・問合せ
社会教育課（総合体育館内）
☎ 6 5 − 2 8 8 0

小・中学生の皆さん
春休みを利用して「ガラス工芸」
教室に参加してみませんか

読み聞かせやくじ引き大会、映画会を予定して
います。ご家族そろって、ぜひお越しください。

と　き ３月17日（土）
ところ 総合体育館サブアリーナ
内　容

おはなし広場 午後１時～
・じゃんけん本

。
の会による大型紙しばい

「ぞうのホートンたまごをかえす」
・ランプの会による人形劇
・えほん村による大型紙しばい
クラブ紹介タイム 午後１時35分～

少年少女スポーツクラブによる活動紹介
くじ引き大会 午後２時～
映画会 午後２時20分～

上映映画「カンフーパンダ２」（上映時間90分）
入場無料（申込不要）

問合せ 社会教育課（総合体育館内）
☎ 6 5 − 2 8 8 0

みんな集まれ！
春 のこ ど も祭り

応募規定
・カラーまたは白黒のプリント、デジタル写真はプ

リント出力したものに限る
・サイズはＡ４サイズ以上
※写真に人物が写っている場合、肖像権侵害等の一

切の責任は負いかねますので、必ず被写体本人
（未成年の場合はその保護者）の承諾の上、応募
者の責任で応募してください。

応募条件
・写真は応募者本人が撮影した未発表のもの
・応募は１枚につき１点
※著作権は主催者に帰属し、応募写真は返却しませ

ん。入選作品は原版（ネガ、メディア等）の提出
をお願いします。

「三河湾・船の風景」写真コンテスト ― 名鉄海上観光船・町観光協会主催 ―

応募方法
①応募者の住所・氏名・年齢・職業 ②作品名 ③撮
影年月日 ④撮影場所 
を明記の上、下記まで郵送または持参
締切日 ５月31日（木）
問合せ
〒 4 7 0 - 3 5 0 3 師崎字明神山８
名鉄海上観光船㈱　師崎営業所　写真コンテスト係
☎ 6 3 − 0 0 0 9

あなたの思う「船のある風景」を募集しますあなたの思う「船のある風景」を募集します
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内 海

4,968 4,835
5,299 5,012 4,684

6,000

3,000

0 S45 S55 H2 H12 H22

山 海

1,635 1,580 1,510 1,376 1,168

6,000

3,000

0 S45 S55 H2 H12 H22

豊 丘

1,603 1,615 1,573 1,490 1,288

6,000

3,000

0 S45 S55 H2 H12 H22

大 井

2,456 2,345 2,227 2,170 1,964

6,000

3,000

0 S45 S55 H2 H12 H22

片 名

980
1,411 1,467 1,433 1,290

6,000

3,000

0 S45 S55 H2 H12 H22

師 崎

3,457
3,019

2,024 1,699

6,000

3,000

0 S45 S55 H2 H12 H22

篠 島

2,352 2,040 1,763

6,000

3,000

0 S45 S55 H2 H12 H22

日間賀島

2,397 2,221 2,051

6,000

3,000

0 S45 S55 H2 H12 H22

豊 浜
7,177 7,060

6,543

5,484
4,642

6,000

3,000

0 S45 S55 H2 H12 H22

2,586 2,807 2,576 2,622 2,576

平成22年

国勢調査の結果です 確定値
平成22年10月1日に実施されました国勢調査における地区別人口が確定しましたので、お知らせします。　　　　　　

企画情報課（内線 3 3 2 ）
人　口（人） 世帯数（世帯）総　数 男 女

合　計 20 ,549 9 ,948 10 ,601 7 ,197

内　　海 4 ,684 2 ,240 2 ,444 1 ,757
山　　海 1 ,168 583 585 388
豊　　浜 4 ,642 2 ,196 2 ,446 1 ,681
豊　　丘 1 ,288 618 670 315
大　　井 1 ,964 984 980 705
片　　名 1 ,290 619 671 436
師　　崎 1 ,699 816 883 651
篠　　島 1 ,763 884 879 634
日間賀島 2 ,051 1 ,008 1 ,043 630地区別人口の推移

単位：人

国勢調査へのご回答
ありがとうございました！
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１１９番通報を知多南部消防署で受け付けてきま
したが、平成24年４月１日からは半田市石塚町三丁
目５番地に建設された「知多広域消防指令センター」
で受付します。このセンターは、知多地域６消防本
部の通信指令室を集約したもので、１１９番通報の

受信・無線通信業務を共同で運用します。共同運用
することにより、人員および施設の効率的な運用、
大規模災害時にリアルタイムな情報の共有、各消防
本部の連携強化、迅速な相互応援出動が可能となり
ます。

はじめまして「知多広域消防指令センター」です。セ
ンターのシステムについてお知らせします。

住民のみなさんは、火災・救急等緊急通報の場合は今
までと同じように「１１９」をダイヤルしてください。
消防車や救急車は従来どおり知多南部消防署から出動し
ます。センターでは通報が入ると付近の地図が表示され、
自動選択により管轄消防署へ音声・指令書で指令内容を
伝えます。

聴覚・言語に障がいがある方からの通報に対応するた
め「ＦＡＸ１１９」が装備されています。火災・救急等
緊急通報の場合は、住所、氏名、内容等を記入した用紙
を「１１９」とダイヤルしてＦＡＸ送信してください。

「Ｅメール１１９」のシステムも導入
していますが、迷惑メールを防止する
ため、利用は登録制になっています。
問合せ 知多南部消防署　☎ 6 4 − 0 1 1 9

火災・救急等の緊急通報１１９番の受付場所が新しくなります

知多広域消防指令センターが開設します

半田市　常滑市　東海市　大府市　知多市　南知多町　阿久比町　東浦町　美浜町　武豊町

知多広域消防司令センター知多広域消防司令センター（（半田市石塚町三丁目地内）半田市石塚町三丁目地内）

出動指令 出動指令
119番通報があった場所の管轄消防署へ出動指令を出します

（知多中部消防本部・常滑市消防本部・東海市消防本部・大府市消防本部・知多市消防本部・知多南部消防本部）

出出 

動動
出 

動
出出 

動動
出 

動知多広域消防司令センター（半田市石塚町三丁目地内）

イメージ図

平
成
24
年
３
月
１
日
よ
り
、
ａ

ｕ
お
よ
び
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
サ
ー

ビ
ス
開
始
に
伴
い
、「
緊
急
速
報

メ
ー
ル
」
を
導
入
し
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
災
害
な

ど
の
緊
急
時
、
南
知
多
町
か
ら
避

難
情
報
等
が
町
内
の
携
帯
電
話
に

一
斉
配
信
さ
れ
ま
す
。
情
報
収
集

手
段
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

な
お
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
に
つ
い

て
は
、平
成
23
年
９
月
１
日
か
ら
、

す
で
に
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を
導
入

し
て
い
ま
す
。

通
信
料

無
料
（
個
人
へ
の
負
担
は
あ
り

ま
せ
ん
）

そ
の
他

対
応
機
種
や
受
信
設
定
な
ど
の

不
明
な
点
は
、
ご
利
用
会
社
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
総
務
課（
内
線
２
１
６
）

「
障
が
い
者
用
駐
車
場
」
は
、

車
い
す
を
使
用
し
て
い
る
方
な
ど

が
、
自
動
車
の
ド
ア
を
全
開
に
し

て
、
楽
に
乗
り
降
り
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
幅
が
設
け
ら
れ
て
い

る
駐
車
場
（
駐
車
ス
ペ
ー
ス
）
の

こ
と
で
す
。
こ
の
駐
車
場
に
は
、

「
車
い
す
マ
ー
ク
」
の
表
示
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
表
示
の
意
味
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
一
般
の
方
の
ご

利
用
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

な
お
、
愛
知
県
で
は
、「
人
に

や
さ
し
い
街
づ
く
り
の
推
進
に
関

す
る
条
例
」
に
お
い
て
、
こ
の
駐

車
場
を
、
日
常
生
活
ま
た
は
社
会

生
活
で
身
体
等
の
機
能
上
の
制
限

を
受
け
て
い
る
、
次
の
方
も
利
用

で
き
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

●
障
が
い
の
あ
る
全
て
の
人
（
身

体
・
知
的
・
内
部
障
が
い
者
等
）

●
高
齢
者

●
妊
産
婦

●
乳
幼
児
連
れ
の
親
等

問
合
せ
県
障
害
福
祉
課

☎
０
５
２
‐
９
５
４
‐
６
２
９
１

「
緊
急
速
報
メ
ー
ル
」を
追
加
導
入
し
ま
す

障
が
い
者
用
駐
車
場
の
適
正
利
用
に
つ
い
て
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火災の発生を月別にみると、３月と
４月が６件で最も多く、２月から５月
にかけ、過半数を超える20件の火災が
発生しています。

総出火件数は、前年に比べ３件増加し36件となっ
ています。

これを火災種別ごとの割合でみると、建物火災が
16件（44.4％）、車両火災が１件（2.8％）、林野火災が
１件（2.8％）、船舶火災が１件（2.8％）、その他火災が
17件（47.2％）となっています。

出 火 件 数 月別出火件数

建物 車両 林野 船舶 その他

建物16件　44.4％その他17件　47.2％

車両１件　2.8％

船舶１件　2.8％

林野１件　2.8％

総出火件数 36件

建物 車両 林野 船舶 その他

１月

（件）

1

2

3

4

5

6

0
2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月

管
内
の
火
災
件
数
が
増
加
し
ま
し
た
！

平
成
23
年
中
の
火
災
統
計
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
。

総
出
火
件
数
は
36
件
で
、
前
年
に

比
べ
３
件
の
増
加
と
な
り
、
月
平
均

で
は
３
件
の
火
災
発
生
と
な
っ
て
い

ま
す
。

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
火
気
の
取

扱
い
に
十
分
注
意
し
、
み
な
さ
ん
の

町
か
ら
火
災
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

知
多
南
部
消
防
本
部
予
防
課

☎
６
４
‐
０
１
２
１

5

10

15

20

25

30

35

40

0

（件） 美浜町 南知多町 合計過去５年間の推移

22

33

平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年

26

36

33

9

13
10

23

1313
15

18
15

21

平
成
23
年
中（
１
月
〜
12
月
）火
災
統
計
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平
成
20
年
６
月
１
日
か
ら
、
す

べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。住

宅
用
火
災
警
報
器
と
は
、
火

災
を
感
知
し
て
、
音
や
音
声
で
知

ら
せ
る
も
の
で
す
。

設
置
さ
れ
て
い
な
い
家
庭
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
火
災
か
ら
み
な
さ

ん
の
命
を
守
る
た
め
に
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

火災警報器は火災をみつけて、
音や音声でお知らせします！

（大切な生命
い の ち

を守るために） 付
い
て
い
ま
す
か
？

住
宅
用

火
災
警
報
器
！

火災の発生を時間別にみると、12時から14時の時
間帯が19件で最も多く、全体の52.8％を占めていま
す。また、建物火災も同時間帯に５件と最も多く発
生しています。

36件の火災のうち、たばこによる火災が５件と最
も多く、次いで電気配線が原因となる火災が４件発
生しています。また、コンロによる火災も１件発生
しており、依然として火気の取扱いの不注意や不始
末による失火が出火原因の上位になっておりますの
で、火気の取扱い、後始末には十分注意しましょう。　

出 火 原 因 時間別出火件数

平成19年

（件）

0

1

2

3

4

5

6

たばここんろ放火（疑い含む） 電　気 ストーブ

平成20年 平成21年 平成22年 平成23年

建物 車両 林野 船舶 その他

0～2

（件）

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

0
3～5 6～8 9～11 12～1415～1718～2021～23

を
全
国
統
一
防
火
標
語
と
し
て
、

３
月
１
日（
木
）〜
７
日（
水
）ま
で

の
７
日
間
に
わ
た
り
、
春
季
全
国

火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を

図
り
、
も
っ
て
火
災
の
発
生
を
防

止
し
、
高
齢
者
等
を
中
心
と
す
る

死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と
と

も
に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
本
格
的
な
高
齢
社
会
を

迎
え
、
住
宅
火
災
に
よ
る
全
死
者

数
の
う
ち
過
半
数
以
上
を
65
歳
以

上
の
高
齢
者
が
占
め
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
回
の
運
動
で
は
、
特
に

地
域
ぐ
る
み
で
高
齢
者
等
の
災
害

弱
者
を
住
宅
火
災
か
ら
守
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
住
宅
防
火
対
策

の
推
進
」
等
を
、
重
点
目
標
の
柱

と
し
て
い
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
、
住
宅
火
災
防

止
の
た
め
、
次
の
「
住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る
　
７
つ
の
ポ
イ
ン

ト
」
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

３
つ
の
習
慣

●
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

●
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
●
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

４
つ
の
対
策

●
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

●
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用

す
る

●
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る

●
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る

「
消
し
た
は
ず

決
め
つ
け
な
い
で

も
う
一
度
」

『
平
成
24
年

『
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
』
始
ま
る
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【 町 別 ・ 月 別 出 場 件 数 】 （単位：件）

1000

1100
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1300

1400
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1700

1800
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（件）

1567

1559

14年

1568

1612

15年

1605

1623

16年

1762

1791

17年

1820

1860

18年

1809

1864

19年

1628

1682

20年

1654

1714

21年

1809

1870

22年

1896

23年
1000

1100

1200

1300

1400

1500

1600

1700

1800

1900

2000

（人）

1948

人員件数

【救急出場件数および搬送人員の推移（過去10年間）】

月 別

町 別
１ ２

096

073

076

３

106

４

076

５

083

６

088

７

096

８

145

９

076

10

074

11

075

合　計

1,079

059 082 069 063 063 090 088 057 075 058 1,865

南知多町

美 浜 町

001 001 001 1,004管　　外

169 135 188 145 147 152 186 233 134 149 133

12

088

088

001

177 1,948合　　計

・
最
多
出
場
月

８
月
　
２
３
３
件

・
１
日
最
多
出
場
件
数

１
６
件

・
１
日
平
均
出
場
件
数

５．
３
件

町
別
・
月
別
出
場
件
数

平成２３年中（1月～12月）救急統計 知多南部消防署
☎６４−０１１９

救急出場は１日平均5.3件、発足以来最多の1,948件!!
平成23年中の救急統計がまとまりました。
救急出場件数は1,948件で、消防署発足（昭

和54年）以来最多の出場件数となりました。
入院加療を必要としない「軽症傷病者」の割
合は、全体の41.2％（前年37.7％）となって
います。
また、搬送人員の57.0％（前年55.8％）が

高齢者（65歳以上）の傷病者となっています。
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豊 浜
師 崎
篠 島
日間賀島

計

男 女 計 世帯数
内 海

区分
地区

人口と世帯数(住民基本台帳) 平成24年1月末現在

(　)内は対前月比

2,734 人 2,873 人 5,607 人 2,038世帯

2,721 人 2,943 人 5,664 人 1,971世帯

2,424 人 2,515 人 4,939 人 1,757世帯

904 人 931 人 1,835 人 604世帯

1,040 人 1,088 人 2,128 人 647世帯

9,823 人

（−25）
10,350 人

（−23）
20,173 人

（−48）
7,017世帯

（−8）

町内の火災・救急・交通事故（平成24年１月）
火災・救急
火災件数 3件 ( 3件) 〈 ＋2件〉
うち建物 3件 ( 3件) 〈 ＋2件〉
救急件数 99件 ( 99件) 〈 ＋3件〉
うち急病 78件 ( 78件) 〈＋12件〉
交通事故
件　　数 15件 ( 5件) 〈 ＋4件〉
死　　者 0名 ( 0名) 〈 ±0名〉
重軽傷者 17名 ( 7名) 〈  ＋6名〉

※(　)内は今年の累計
〈　〉内は前年同期との比較

▲
　

▲
　

　
▲

▲
▲

手をあげて
渡る笑顔を

守りたい

1,210件
　62.1％

その他
256件 13.2％交通事故

174件
8.9％

308件
 15.8％

急病

一般負傷
全出場件数
1,948件

事
故
種
別
で
み
る
と
、
急
病
が
１，
２
１

０
件
で
最
も
多
く
、
全
体
の
６
２．
１
％
を

占
め
、
消
防
署
発
足
以
来
常
に
１
位
を
占
め

て
い
ま
す
。次
い
で
一
般
負
傷（
ケ
ガ
な
ど
）、

交
通
事
故
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
齢
区
分
別
で
み
る
と
、
乳
幼
児
以
下

（
３．
１
％
）、
少
年
（
３．
８
％
）、
成
人

（
３
６．
１
％
）、
高
齢
者
（
５
７．
０
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

（単位：人）
事故種別

年齢区分 急　　病 一般負傷 交通事故 そ の 他 合　　計

24
（2 .1）

22
（7 .2）

5
（2 .7）

7
（3 .0）

58
（3 .1）

34
（2 .9）

15
（4 .9）

12
（6 .4）

11
（4 .6）

72
（3 .8）

357
（30 .7）

91
（29 .7）

126
（67 .0）

111
（46 .4）

685
（36 .1）

748
（64 .3）

178
（58 .2）

45
（23 .9）

110
（46 .0）

1 ,081
（57 .0）

1 ,163
（100 .0）

306
（100 .0）

188
（100 .0）

239
（100 .0）

1 ,896
（100 .0）

少　　　　　年
（７歳以上18歳未満）

乳 幼 児 以 下
（７歳未満）

成　　　　　人
（18歳以上65歳未満）

高　　齢　　者
（65歳以上）

合　　　計

傷
病
程
度
別
で
み
る
と
、
死
亡
、
重
症
、

中
等
症
の
傷
病
者
の
割
合
は
全
体
の
５
８．

８
％
、
入
院
加
療
を
必
要
と
し
な
い
軽
症
傷

病
者
の
割
合
は
全
体
の
４
１．
２
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

782人
　41.2％

死亡
50人 2.6％

重 症
297人
15.7％

767人
 40.5％

軽 症

中等症

全搬送人員
1,896人

【
事
故
種
別
の
１
位
は

急
病
で
全
体
の
６
２．

１
％
】

【
搬
送
人
員
の
５
７．

０
％
が

高
齢
者
の
傷
病
者
】

【
搬
送
人
員
の
４
１．

２
％
が

入
院
加
療
を
必
要
と
し
な
い
傷
病
者
】

※（　）内は構成比を示し、単位は％です。

消
防
署
で
は
、
皆
さ
ま
の
大
切
な
生
命
を

守
る
た
め
に
、
い
つ
で
も
救
急
出
場
が
で
き

る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

入
院
加
療
を
必
要
と
し
な
い
軽
症
傷
病
者

の
割
合
は
全
体
の
４
割
を
占
め
、
緊
急
に
救

急
車
が
必
要
な
方
へ
の
対
応
が
遅
れ
て
し
ま

う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

緊
急
性
が
な
く
、
自
家
用
車
な
ど
で
直
接

病
院
へ
行
く
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
消
防

署
で
病
院
照
会
な
ど
を
行
い
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

救
急
車
の
正
し
い
利
用
に
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
切
な
命
を
救
う
た
め

救
急
車
の
正
し
い
利
用
を
！

こんな時は、
迷わず119番を 

・意識がない
・呼吸困難
・激しい頭痛、胸痛、腹痛
・けいれん
・広範囲のやけど
・出血が止まらない・・・など

【 年 齢 別 ・ 事 故 種 別 搬 送 人 員 の 状 況 】
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フォトニュースまちの話題をお知らせください。　企画情報課　広報担当（内線333）まで

歌は大きな力
１月26日（木）、総合体育館で「女性のつどい」が

開催されました。講師に林
���

浩子
� � �

氏と日比
� �

淳子
����

氏を
迎え、「楽しい歌の世界へ」をテーマに320人が参加。
両氏による引き込まれるようなオペラや歌謡曲に会
場は感動に包まれました。また、参加者のリクエス
トに沿って、なつかしの歌や思い出の歌を会場全体
で歌う場面も。

合間には歌にまつわるエピソードもあり、会場は
終始和やかな雰囲気が広がっていました。

２月３日（金）、かるも保育所で節分の豆まきが行
われました。園児たちは突然現れた赤おにと青おに
に驚いた様子でしたが、おにたちを追い出そうと

「おにはーそと」と懸命に豆をまいていました。た
まらずにおにたちが逃げ出すと、園児たちはホッと
した様子を見せ、満足そうな表情でした。

その後、園児たちは土御前神社で行われたもち投
げに参加。還暦や厄年の男性が境内に投げたおもち
を真剣な表情で拾い集めていました。

フォトコンテスト　受賞作品決定
昨年募集していた「海っ子バスフォトコンテスト」の受賞作品

が決定しました。
最優秀賞には山下

����
泉
���

さん（美浜町）が選ばれ、２月21日（火）、
総合体育館で表彰式を開催。10点の入賞作品とともに表彰され、
あわせて作品展も行われました。

受賞作品は海っ子バスの今後のＰＲ等に活用される予定で、町
ＨＰでもご覧になれます。

最 優 秀 賞
「海っ子が通ります」

山
��

下
��

泉
���

（美浜町）

おになんて怖くないぞ
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いるいる、いるぞー うれしさのあまり私は大声をあ
げました。昨年11月７日、美浜町鵜の池でのことです。

昨冬飛来・逗留
�����

した日本ではまれな水鳥・メジロガ
モが、再び水面に浮かんでいるではありませんか、ホ
シハジロの群れの中に。昨シーズン、この鳥を最初に
見つけた堀田

� � �

紀男
� � �

さんと「期待薄ではあるがもう一度
あの姿を見たい」と鵜の池の展望台に上がったのです。

輝くばかりの美しい褐色、白い目、純白のお尻、周
りのホシハジロの雄よりやや小ぶりの体、忘れるはず
ありません。昨シーズンここで見つけたメジロガモの
雄です。フィールドスコープで見た体の細かい特徴も
一致しています。「よくここを忘れずに帰って来てくれ
たね。ありがとう」

皆さまは、昨年５月の「南知多の自然」No.240で
彼のことをお知らせしたのを覚えておいででしょうか。
魅
�

せられて鵜の池通い この鳥を見よう、写真を撮ろ
うという鳥好きの人たちが多く鵜の池を訪れました。

私もすっかりこの鳥に魅せられて、昨シーズンは14
回、今シーズンはこれまでに11回通いました。

計25回通ってやっと、彼は下のようなポーズの写真
を撮らせてくれました。

彼は非常に希
�

少
���

な交雑種
������

？ No.240でも申し上げま
したが、この鳥は純粋なメジロガモではなく、どうや
らアカハジロとの交雑種（混血）であるという説が有
力です。もしそうであるとすれば、純粋のメジロガモ
よりはるかに希少です。

メジロガモとアカハジロは共に渡り鳥ですが、繁殖
地・越冬地とも異

��

にしております。ただ越冬地が中国
の南部でわずかに重なるところがあり、両親がそこで
出会い、交尾した可能性はあります。カモのなかまは
異種間の交雑が比較的起こりやすいのです。両親とも
普通日本には来ない鳥、その間に生まれた希少な交雑
種が、昨今２シーズン知多半島南部鵜の池に越冬のた
め飛来逗留しているなど、めったにないことです。

No.250

森
� �

田
�

博
� �

文
� �

メジロガモのいろいろなポーズ　美浜町上野間鵜の池

生きる力を育むこと
１月24日（火）、講師に精神科医の明橋

����
大二
� � �

氏
を迎え、保健センターで「子育てハッピーアド
バイス」が行われました。この講演会は、楽し
く子育てをするためのコツを学ぶことを目的に
開かれ、３歳以下の子どもを持つ保護者ら38名
が参加。

明橋氏は正しいほめ方やしかり方など、子ど
もの気持ちを考えて接することの大切さを語り
ました。

参加者からは不安に感じていた子育てを、前
向きに考えられるようになったと好評でした。

寒さを防ぐ助けに
２月９日（木）、被災した長野県栄村を支援す

るため、保温用の発砲樹脂マット１万枚を乗せ
たトラックが南知多町を出発しました。

積み込みには南知多ライオンズクラブ（以下
ＬＣ）の会員ら15人が参加。マットは昨夏に台
湾の屏東ＬＣから届いた支援物資で、長野県の
下諏訪ＬＣを通じて届けられます。寒波や豪雪
に苦しむ栄村の仮設住宅に役立てられる予定で
す。

う れ し や 珍
��

客
���

再
��

飛
�

来
��

━ 鵜の池のメジロガモ PartⅡ ━



12H24.3.1

学
生
も
20
歳
に
な
る
と
国
民
年

金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
所
得
が
少
な
く
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
学

生
の
方
は
、「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す

20
歳
の
誕
生
月
ま
た
は
４
月
に

住
民
票
が
登
録
さ
れ
て
い
る
市
町

村
の
国
民
年
金
係
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
在
学
証
明
書
ま
た

は
学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

前
年
の
所
得
を
確
認
し
て
決
定

さ
れ
ま
す
の
で
、
毎
年
度
申
請
が

必
要
で
す
。
忘
れ
ず
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

●
承
認
を
受
け
る
と

申
請
し
た
年
度
の
４
月
〜
翌
３

月
分
の
保
険
料
が
後
払
い
に
な
り

ま
す
。

●
社
会
人
に
な
っ
た
ら

学
生
納
付
特
例
期
間
は
老
齢
基

礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
と
し
て

算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
10
年
以
内
で

あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
２

年
を
経
過
す
る
と
当
時
の
保
険
料

に
加
算
金
が
つ
き
ま
す
。
満
額
の

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
、

卒
業
し
た
ら
保
険
料
を
納
め
ま
し

ょ
う
。

●
学
生
で
保
険
料
を
納
め
な
い
場

合
学
生
納
付
特
例
期
間
中
で
な
い

未
納
期
間
中
に
事
故
や
病
気
で
重

い
障
が
い
が
残
っ
て
も
障
害
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。ま
た
、

将
来
受
け
る
老
齢
基
礎
年
金
に
も

影
響
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
　
住
民
課（
内
線
１
１
８
）

◆国民年金の保険料◆

２月分  ４月２日（月）まで
口座振替をご利用の方は、指定された

金融機関の口座から引き落としいたしま
すので預金残高の確認をお願いします。

たよりにしてます　国民年金

国

民

年

金
だより

学
生
納
付
特
例
を

ご
存
知
で
す
か
？

町税の休日収納窓口を開設します

と　　き ３月11日（日）午前９時〜正午
と こ ろ 役場１階　税務課窓口
問 合 せ　税務課徴収係

☎65−0711（内線143・144）

税の申告はお早めに！
所得税および町県民税の申告期間は３月15日

（木）までです。申告期限間近になりますと大変
混雑しますので、早めに申告してください。

問合せ 半田税務署　☎ 2 1 − 3 1 4 1
役場税務課　内線１４５

これまでは、高額な外来診療を受け、ひと月の窓
口支払いの金額が限度額を超える場合でも、いった
んその額をお支払いいただき、あとから高額療養費
として差額をお返ししていました。

平成24年４月１日からは、外来診療についても、
入院と同様に、１か所の医療機関で限度額を超える
場合は、限度額までしか請求されなくなります。
問合せ 住民課福祉医療係（内線 1 1 5 ）

後期高齢者医療保険
被保険者の皆さまへ

４月１日から外来診療の窓口支払いが
一定の金額にとどめられます

保険証の負担割合 ひと月の
外来の限度額

医療機関等で
掲示するもの 事前の手続き

保険証１割
（負担）と記
載されてい
る方

市町村民税
非課税世帯 0 8 , 0 0 0 円 ・保　険　証

・減額認定証

市区町村の担当
窓口で「減額認定
証」の交付を申請
してください※

市町村民税
課 税 世 帯 1 2 , 0 0 0 円 ・保　険　証 不 要

保険証に３割（負担）と
記載されている方 4 4 , 4 0 0 円 ・保　険　証 不 要

※「減額認定証」をお持ちの方は、改めて申
請は不要です。

・複数の医療機関・薬局等を受診された場合
は、各医療機関・薬局等ごとに計算され、
１か所の医療機関内であっても、医科と歯
科は、別々に計算されます

・「減額認定証」を提示せずに外来診療を受
けたときや、複数の医療機関・薬局等を合
算して限度額を超える場合は、従来どおり、
後から高額療養費として差額をお返ししま
す

・柔道整復、鍼灸、あん摩マッサージの施術
等を受けた場合は、従来どおり、あとから
高額療養費として差額をお返しします※「限度額適用・標準負担額減額認定証」を「減額認定証」と省略して記載
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平成23年３月11日に発生した東日本大震災では、
津波により大変な被害が生じました。この地域で
も大規模な地震発生が予測されるため、３月11日
を忘れないよう、豊浜地区で津波災害を想定した
避難訓練を行います。
と　き ３月11日（日）午前９時～10時（小雨決行）
ところ

内　容
午前９時00分　地震発生

９時01分　津波警報（訓練放送）発表
（役場・消防車サイレン等にて広報）
津波警報サイレン音
５秒サイレン→６秒休止→５秒サイレン
避難開始（上記の一次避難場所へ）

10時00分　訓練終了
※一次避難場所までの所要時間などを確認するた

め、徒歩または自転車で避難してください。
問合せ 総務課　消防交通係（内線215・216）

豊浜地区津波避難訓練を実施します

全国の自殺者数は、14年連続して３万人を超え
ており、愛知県でも毎年約1 ,500人前後となって
います。この様な深刻な状況を踏まえ、国では例
年自殺者が特に多い３月を「自殺対策強化月間」
と定めました。

自殺は、個人の自由な意思や選択の結果ではな
く、さまざまな問題が複雑に絡み合い、心理的に
追いつめられた末の死です。

また、自殺を考える人の多くが、「眠れない」、
「原因不明の体の不調が長引く」、「自殺を口にする」
など何らかの危険を示すサインを発しているとい
われています。

こうしたサインに家族や周囲の人が早期に気づ
き、一声かけることや、早めに専門の相談窓口へ
つなぐことが、自殺を防ぐ大切な第一歩です。

県では、下記のとおり、さまざまな相談窓口を
設置し、ご相談をお受けしています。

【心の悩み相談】
あいちこころほっとライン３６５

☎ 0 5 2 − 9 5 1 − 2 8 8 1
半田保健所　☎ 2 1 − 3 3 4 1

【多重債務相談等】
中央県民生活プラザ ☎ 0 5 2 − 9 6 2 − 5 1 0 0

３月は
「自殺対策強化月間」です

地区名 一次避難場所 地区名 一次避難場所

中 洲
富士ヶ峰神社、
大久郷（道路上）、
ロッキー奥の畑

高 浜 極楽寺

新 居 土御前神社、
かるも保育所

半 月 貝殻公園 小 佐 泊、大城、陣ノ山
（いずれも道路上）

中 村 七福西側空地 乙 方 むくろじ会館
初 神 白菊稲荷

山 田
むくろじ会館、
秋葉社前、
南知多病院職員駐
車場

鳥 居 須男神社

２
月
15
日（
水
）、
総
合
体
育
館

で
平
成
23
年
度
町
教
育
研
究
発
表

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
教
育

委
員
会
・
現
職
教
育
委
員
会
共
催

に
よ
り
、
小
中
学
校
教
職
員
な
ど

教
育
関
係
者
約
１
６
０
人
が
参
加
。

教
育
委
員
会
か
ら
の
表
彰
の
後
、

本
年
度
愛
知
県
健
康
推
進
学
校
特

別
優
秀
を
受
賞
し
た
内
海
中
学
校

が
「
広
め
よ
う
健
康
の
輪
、
み
が

こ
う
心
と
体
」
を
テ
ー
マ
に
、
心

身
の
健
康
を
育
む
教
育
活
動
に
つ

い
て
実
践
発
表
を
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
県
総
合
教
育
セ
ン
タ

ー
研
究
指
導
主
事
の
佐
治

�
�

宏
昭

�
�
�
�

氏

に
よ
る
研
修
講
話
が
開
か
れ
、
本

年
度
小
学
校
で
、
来
年
度
中
学
校

に
お
い
て
全
面
実
施
と
な
る
「
新

学
習
指
導
要
領
実
施
上
の
留
意
点
」

に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
教
職
員

か
ら
は
、「
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
」
や
教
科
の
特
性
に
応
じ

た
「
言
語
活
動
の
充
実
」
に
つ
い

て
、
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
好
評
で
し
た
。

教
育
委
員
会
表
彰
受
賞
者

教
育
研
究
論
文
（
個
人
）

特
選牧

野
�
�
�

明
香

�
�
�

（
豊
浜
小
学
校
）

優
良竹

内
�
�
�
�

佳
子

�
�
�

（
内
海
中
学
校
）

原�
�

和
幸

�
�
�
�

（
篠
島
中
学
校
）

間
瀬

�
�

匡�
�
�（

日
間
賀
中
学
校
）

佳
作都

築
�
�
�

久
治

�
�
�
�

（
篠
島
小
学
校
）

学
校
表
彰
　

県
健
康
推
進
学
校
特
別
優
秀

内
海
中
学
校

（
敬
称
略
）

教
育
研
究
発
表
会
を
開
催

│

よ
り
よ
い
学
校
教
育
を
目
指
し
て

│
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緊
急
通
報
装
置
と
は
、
お
使
い

の
電
話
機
に
つ
な
げ
る
だ
け
で
、

い
ざ
と
い
う
時
に
ボ
タ
ン
ひ
と
つ

で
指
定
し
た
緊
急
連
絡
先
（
３
カ

所
）
へ
通
報
す
る
も
の
で
す
。

※
た
だ
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
回
線
以
外
の

電
話
機
に
は
設
置
で
き
ま
せ
ん
。

対
　
象

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級

ま
た
は
療
育
手
帳
Ａ
を
交
付
さ

れ
て
い
る
方

料
　
金

装
置
に
関
す
る
も
の
（
工
事
費

お
よ
び
器
機
レ
ン
タ
ル
料
）
は
町

で
負
担
し
、
通
報
に
か
か
る
料
金

に
関
し
て
は
利
用
者
負
担
と
な
り

ま
す
。

そ
の
他

申
請
時
に
必
要
な
も
の
等
詳
細

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

緊
急
通
報
装
置

（
シ
ル
バ
ー
ホ
ン
「
あ

ん
し
ん
S
」）を

設
置
し
ま
せ
ん
か
？

No.290

サロンオクトパスは平成23年４月に開設され、間
もなく１年を迎えます。

60～80代の25名ほどの参加者が２つのグループに
分かれて活動し、元気なボランティアスタッフ10名
で運営されています。

参加者もボランティアも楽しく！をモットーにわ
いわいにぎやかに開催されています。

サロンオクトパス（日間賀島西）
と　　き：毎月第２水曜日（月１回）10：00～14：00
と こ ろ：日間賀島老人憩いの家
内　　容：肩たたき作り、折り紙、お茶会、歌、体操、

お話　など
費　　用： 1 0 0 0 円（昼食・おやつ・飲物・保険代等）
代　　表：大西

����
芙美代
� � �

☎ 6 8 － 2 1 6 0

みんなでハイポーズ

ティッシュケースを作りました

参加者の声

～おいしい手作りのお昼ご飯～
この日のメニューはおでん、たこめし、漬け物です

サロンボランティアの代表
大西芙美代さん、鈴川

����
さち代

�
さんに

お話を伺いました。
まず自分たちがボケないためにと、サロンを立

ち上げました。サロンを始めたら、参加者のみん
なが喜んでくれて、自分たちの楽しみにもなって、
ボランティア同士の仲間作りにもなりました。

料理の得意な人はお昼ご飯作り、裁縫の得意な
人は活動を考えたりと、ボランティアのメンバー
それぞれが自分の得意分野を生かしています。も
っと参加したい人がいるが、会場の関係で断って
いるのが悩みです。

いずれ自分たちが年をとったときに、サロン参
加者となって次の世代が引き継いでいってくれた
らいいなぁ。

また参加したい

サロン参加者の年齢は60～80代です

みんなで食べると
おいしいよ

ボランティアさん
との話が楽しい！

毎月何をやるのか、楽しみ
にして参加しています

みんなで作ると
楽しいよ

問合せ　保健センター☎65−0711（内線511〜514）
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結
核
は
、
世
界
の
主
要
な
疾
患

お
よ
び
死
因
の
一
つ
で
、
ア
ジ
ア

や
ア
フ
リ
カ
を
中
心
に
、
年
間
９

２
０
万
人
が
新
た
に
結
核
を
発
病

し
、
１
７
０
万
人
が
死
亡
し
て
い

ま
す
。（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
２
０
０
８
年
報
告
）

結
核
は
、
不
治
の
病
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
途
上
国
を
中
心
に
治
療

や
予
防
医
療
の
進
歩
の
恩
恵
か
ら

取
り
残
さ
れ
た
人
々
が
命
を
多
く

落
と
し
て
い
る
現
状
で
す
。

「
世
界
結
核
デ
ー
」
は
、「
結
核

の
な
い
世
界
」
の
た
め
に
、
世
界

の
人
々
が
共
に
、
対
策
を
考
え
、

実
行
を
呼
び
か
け
て
い
く
日
で
す
。

日
本
で
も
、
今
な
お
年
間
約
２

万
３
千
人
が
新
た
に
結
核
を
発
病

し
て
お
り
、
結
核
は
過
去
の
病
気

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

結
核
の
感
染
拡
大
や
重
症
化
を

防
ぐ
た
め
に
、
咳
（
せ
き
）
や
痰

（
た
ん
）な
ど
の
風
邪
に
似
た
症
状

が
二
週
間
以
上
続
く
よ
う
な
ら
、

早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し

ょ
う
。

３
月
24
日
は

「
世
界
結
核
デ
ー
」で

す

無料成人歯科健診を行います
●と　　き ４月12日（木）９：00～10：10
●と こ ろ 保健センター
●対　　象

生　年　月　日 年　　齢

昭和５２年４月１日～
５３年３月３１日生まれ

３５歳

昭和４７年４月１日～
４８年３月３１日生まれ

４０歳

昭和４２年４月１日～
４３年３月３１日生まれ

４５歳

昭和３７年４月１日～
３８年３月３１日生まれ

５０歳

昭和３２年４月１日～
３３年３月３１日生まれ

５５歳

昭和２７年４月１日～
２８年３月３１日生まれ

６０歳

昭和２２年４月１日～
２３年３月３１日生まれ

６５歳

昭和１７年４月１日～
１８年３月３１日生まれ

７０歳

（35歳、40歳、45歳、50歳の方には、個別通知)
上記以外の方：定員に満たない場合は、４月２日（月）
から申込みを受け付けます。詳しくは保健センター
までお問い合わせください。

●内　　容 歯科健診　そしゃく力判定ガム　個別
指導（ブラッシング指導）等

●募集人数　40名（先着順）
●申 込 み ３月５日（月）から30日（金）までに保健

センターへお申し込みください。

（歯科健診の様子）

無料で歯科健診を行います。
この機会に今の歯の状態を先生にじっくり
教えていただきましょう！

今年は
かむ力をチェックするそしゃく力判定を行いま
す！
かむことはお口の健康だけでなく、脳の機能の
活発化や、体のバランス感覚を保つ働きがあり
ます。さあ、あなたのかむ力をチェックしてみ
ませんか？

保健センターからのお知らせ
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

●
日
間
賀
保
育
所
へ

・
折
り
た
た
み
式
４
人
用
テ
ー
ブ
ル

平
成
24
年
度

東
西
　
還
暦
・
初
老
一
同

●
師
崎
保
育
所
へ

・
絵
本
棚
　
　
　
　
　
　
　
２
台

平
成
24
年
度

初
老
や
っ
た
ら
ん
会

●
大
井
小
学
校
へ
　

・
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
　
４
台

亥
子
会（
大
井
区
初
老
会
）

片
名
区
初
老
会

●
日
間
賀
中
学
校
へ

・
生
徒
用
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ
　
３
台

東
里
・
西
里
　
厄
才
一
同

（
敬
称
略
）

募
集
人
員
１
名

勤
務
内
容
庁
舎
清
掃
等
お
よ
び

調
理

勤
務
条
件

（1）
勤
務
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
７
時
間
勤
務
）

（2）
勤
務
日
数
　
週
２
日
〜
３
日
間

月
10
日
程
度（
常
時
１
名
勤
務
）

（3）
賃
金
　
時
間
あ
た
り
８
７
０
円

通
勤
手
当
は
規
定
に
よ
る

（4）
雇
用
期
間

平
成
24
年
４
月
１
日
〜

詳
細
に
つ
い
て
は
総
務
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

受
付
期
間
３
月
５
日（
月
）〜
19

日（
月
）

応
募
資
格
健
康
で
明
る
い
方

提
出
書
類
自
筆
履
歴
書
（
写
真

貼
付
）

面
接
試
験
３
月
下
旬
予
定
（
後

日
連
絡
し
ま
す
）

古
着
を
利
用
し
て
ｅ
ｃ
ｏ
（
エ

コ
）
な
布
ぞ
う
り
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。（
１
人
分
の
布
ぞ
う
り

を
進
呈
し
ま
す
）

と
き

（1）
３
月
16
日（
金
）

（2）
３
月
21
日（
水)

午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ
知
多
南
部
衛
生
組
合

定
員
各
回
８
名
（
先
着
順
）

参
加
費
３
０
０
円

平
成
24
年
度
卒
業
予
定
の
学
生

に
知
多
地
域
の
企
業
を
紹
介
す
る

会
社
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
会

場
の
ブ
ー
ス
で
は
、
企
業
の
人
事

担
当
者
か
ら
直
接
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
個
人
相
談
、

職
業
適
性
診
断
や
就
職
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
就
職
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
ま
す
の
で
積

極
的
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き
３
月
23
日（
金
）午
前
10
時

〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
半
田
市
福
祉
文
化
会
館

（
雁
宿
ホ
ー
ル
講
堂
）

参
加
企
業
次
の
ア
ド
レ
ス
か
ら

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン

http://www.shuushoku.or.jp

携
帯
電
話

http://www.shuushoku.or.jp/m
/

障
が
い
の
あ
る
方
や
ご
家
族
の

方
の
地
域
生
活
に
関
す
る
様
々
な

問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
す
る
巡

回
相
談
を
行
い
ま
す
。

生
活
で
お
困
り
の
こ
と
や
、
不

安
に
感
じ
て
い
る
こ
と
、
ど
こ
に

相
談
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
障
が
い

の
種
別
や
問
題
の
大
き
さ
に
関
わ

り
な
く
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
じ

っ
く
り
お
話
を
う
か
が
う
中
で
、

あ
な
た
ら
し
く
地
域
で
暮
ら
し
て

い
け
る
た
め
の
手
立
て
を
一
緒
に

考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

相
談
は
無
料
で
す
。
事
前
に
お

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
秘
密
は
必
ず
守
り
ま
す
。

南
知
多
町
以
外
で
も
実
施
し
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
ま
た
は
役
場
福
祉
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
き
３
月
13
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

と
こ
ろ
役
場
第
一
会
議
室
（
１

階
）

※
巡
回
相
談
日
に
ご
都
合
の
つ
か

な
い
方
は
、
個
別
の
相
談
も
可
能

で
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

内
容
障
が
い
の
あ
る
本
人
、
家

族
、
関
係
者
か
ら
の
相
談

問
合
せ

知
多
南
部
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

ゆ
め
じ
ろ
う
☎
７
２
‐
６
４
６
４

メ
ー
ル：

soudan@dune.ocn.ne.jp

わ
っ
ぱ
る
　
☎
７
３
‐
３
２
０
１

メ
ー
ル：

soudan-co@wappa-no-kai.jp

（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

寄
贈

募
集

催
し

案
内

知
多
南
部
消
防
組
合
臨
時

用
務
員
（
非
常
勤
職
員
）

知
多
南
部
消
防
組
合
総
務
課

☎
６
４
‐
０
１
２
０

る
び
あ
ん
２
０
１
３

合
同
会
社
説
明
会

半
田
商
工
会
議
所

☎
２
１
‐
０
３
１
１

役 場　 ☎ 6 5 − 0 7 1 1
FAX 6 5 − 0 6 9 4

布
ぞ
う
り
作
り
教
室
の

参
加
者

知
多
南
部
衛
生
組
合
業
務
第
１
係

☎
６
２
‐
０
４
０
２

障
が
い
の
あ
る
方
や

ご
家
族
の
巡
回
相
談

福
祉
課

(

内
線
１
２
３)
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訪
問
販
売
や
通
信
販
売
な
ど
の

契
約
に
関
す
る
こ
と
や
商
品
の
ト

ラ
ブ
ル
、
多
重
債
務
な
ど
消
費
生

活
に
関
す
る
相
談
に
専
門
の
消
費

生
活
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

と
き
３
月
15
日（
木
）

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ
役
場
第
二
会
議
室
（
２

階
）町

で
は
、
平
成
23
年
３
月
14
日

か
ら
被
災
地
の
復
旧
お
よ
び
被
災

者
へ
の
支
援
を
行
う
た
め
義
援
金

の
受
付
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
日

本
赤
十
字
社
愛
知
県
支
部
を
通
し

て
被
災
地
へ
義
援
金
を
お
届
け
し

て
き
ま
し
た
が
、
３
月
30
日（
金
）

を
も
ち
ま
し
て
受
付
を
終
了
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ま
の
た

く
さ
ん
の
ご
寄
附
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

２
月
22
日
現
在
の
義
援
金
額

１
８，
６
１
６，
２
０
７
円

看
護
の
現
場
で
悩
ん
だ
り
、
看

護
の
仕
事
探
し
を
す
る
に
あ
た
っ

て
困
っ
て
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

愛
知
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
（
県

看
護
協
会
運
営
）
で
は
、
看
護
職

の
無
料
職
業
紹
介
の
ほ
か
経
験
豊

富
な
看
護
職
相
談
員
が
さ
ま
ざ
ま

な
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

【
例
え
ば
こ
ん
な
こ
と
】

◆
子
ど
も
の
世
話
か
ら
手
が
離
れ
、

再
び
看
護
の
仕
事
を
し
た
い
が
、

ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
、
自
信
が
な
い

◆
病
院
で
し
か
働
い
た
こ
と
が
な

く
、
他
の
現
場
が
わ
か
ら
な
い

◆
今
の
職
場
を
継
続
し
よ
う
か
、

辞
め
よ
う
か
、
悩
ん
で
い
る

◆
経
験
を
生
か
し
て
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
し
て
い
き
た
い

◆
看
護
の
資
格
を
得
る
に
は
、
ど

ん
な
方
法
が
あ
る
の
か
　
等
々

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
・
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

成
人
式
を
取
材
し
た
と
き
に
ふ

と
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
広

報
担
当
に
な
り
、
保
育
所
や
小
中

学
校
の
行
事
で
取
材
し
て
き
た
こ

と
は
、
い
ず
れ
も
自
分
が
当
事
者

と
し
て
経
験
し
て
き
た
事
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
客
観
的
な

立
場
で
見
る
と
い
う
の
は
と
て
も

興
味
深
く
、自
分
の
こ
ろ
と
比
べ
、

ま
た
、
懐
か
し
く
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
卒
業
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま

す
が
、
取
材
の
中
で
私
も
感
傷
的

に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。今

後
、
同
じ
行
事
に
ふ
れ
る
機

会
が
あ
れ
ば
、
取
材
者
と
し
て
経

験
し
た
自
分
も
思
い
出
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
の
と
き
は
ま
た
違

っ
た
見
え
方
が
す
る
ん
だ
ろ
う
な

と
思
い
ま
し
た
。

消
費
生
活
相
談
窓
口

商
工
観
光
課

(
内
線
２
４
２)

そ
の
他

東
日
本
大
震
災
義
援
金
の

受
付
終
了
の
お
知
ら
せ

３
月
30
日（
金
）ま
で

福
祉
課

(

内
線
１
２
１)

看
護
職
の
方
の
就
業
支
援

を
し
て
い
ま
す

愛
知
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
２
‐
８
７
１
‐
０
６
０
０

役
場

☎65−0711　FAX65−0694
 minamichita@town.minamichita.lg.jp

と
り
ご
と

ひ

K
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木1 春のこども祭り (総合体育館) 13:00〜16:00
土17

家庭粗大ごみ収集・豊丘 (運動公園南側駐車場) 7:00〜11:00
金2 日18

土3 月19

日4 春分の日
火20

月5 水21

健康なんでも相談 (保健センター) 9:30〜10:30
火6 成年後見巡回相談 (役場) 13:30〜16:30

木22

水7 金23

木8 土24

家庭粗大ごみ収集・日間賀島 (日間賀島SC横) 8:00〜9:00
金9 さわやかジョギング大会 (日間賀島) 10:00〜

日25

土10 月26

津波避難訓練 (豊浜) 9:00〜10:00

町税休日収納窓口 (役場税務課) 9:00〜12:00日11
ガラス工芸教室 (山海公民館) 13:00〜15:00

心配ごと相談・内海 (町公民館内海分館) 14:00〜16:00火27

月12 水28
家庭粗大ごみ収集・篠島 (篠島SC前) 7:00〜8:15

障がい者巡回相談 (役場) 13:30〜16:00

心配ごと相談・豊浜 (町公民館) 14:00〜16:00火13 木29

水14 金30

木15 土31

金16
篠島SC：篠島サービスセンター　日間賀島SC：日間賀島サービスセンター


